
静岡地方最低賃金審議会 

第２回 はん用機械器具、生産用機械器具、業務用 
機械器具、輸送用機械器具製造業最低賃金専門部会 

議事要旨 

開催日時 令和 5年 9月 29 日（金） 14 時 00 分から 16 時 27 分まで 

開催場所 静岡地方合同庁舎 地下会議室 

出席状況 

公益を代表する委員 出席 3名 定数 3名 

労働者を代表する委員 出席 2名 定数 3名 

使用者を代表する委員 出席 3名 定数 3名 

議題 
１ 特定最低賃金の改正決定について 

２ その他 

議事要旨 本会議は、≪公開・非公開≫ 

１ 特定最低賃金の改正決定について 

労使の基本的な考え方について意見交換が行われた後、公益委員が労、使委員へ個

別に意見聴取を行った。 

労使へ個別に意見聴取した後、部会を再開したが、意見の一致に至らなかった。 

 

労側委員の主な意見 

特賃は地賃とは役割が違う。魅力ある産業、人材確保、地域の活性化、やりがいの

維持に繋がる静岡県の未来を考えた議論をしていきたい。 

日本のものづくりを牽引している産業。本県でも同様であり、県内経済を支えてい

る産業。100 年に 1度の転換期でターニングポイントであり、人材確保が必要。 

賃金水準の高い隣県、特に愛知県に接する県西部における人材流出を防ぐ必要が

ある。 

 

使側委員の主な意見 

県内の屋台骨を支える産業。本産業の活性化につながる議論となればいい。 

物価高により労働者の生活苦の状況は理解しているが、業界の転換期で中小企業

は経営判断が難しい状況である。 

納得いく形でまとまるよう議論を積み重ねていきたい。産業の活性化につながる

よう一致点を見つけていきたい。 

 

 

 

 

 


